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「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」
掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。
℡ 83-8100　FAX83-5896℡ 83-8100　FAX83-5896
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★ 人 口 79,914 人 （　　 56 人）
男 40,430 人 （　 　17 人）
女 39,484 人 （　　 39 人）

★ 世 帯 31,826 世帯 （    79 世帯）
※令和 3 年 3 月 1 日現在、市民課調べ
※（  ) 内は前月比。住民基本台帳と外国人登録　
　（登録者数 3,488 人）をもとに算出。
※減少の場合のみ▲印を記載。
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多 ちゃん （5）

　 な わ と び が 得 意 な う た
ちゃん。幼稚園のなわとび
大 会 で 83 回 跳 べ ま し た。
トロフィーをもらって大喜
び！元気で明るい優しい子
になってね。

（コメント：父・恭佑さん
　　　　　 母・夏樹さん）
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れ
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よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
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情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

358 人目の笑顔さん

をさがして
小
お は ら

原 朋
と も か

佳さん顔顔笑笑

申し込みフォーム

問 真岡市勤労者研修交流施設 井頭温泉チャットパレス（“いちご”チャットパレス）
 　℡ 80-3311 ホームページ http://www.chat-palace.jp/

チャットパレス
ホームページ
QR コード



問 財政課財政係　℡ 83-8104

　令和 3年第 1回市議会定例会で決定した、真岡市の令和 3年度
当初予算の概要と主要事業についてお知らせします。

区　　　分 令和 3年度予算額 対前年度増減率

一　　 般　　 会　　 計 　338億円 ▲4.1％

特　　 別　　 会　　 計 174億 962万円 10.0％

内
　
訳

国 民 健 康 保 険 83億 371 万円 ▲4.2％

後 期 高 齢 者 医 療 7億 9,358 万円 ▲1.5％

介護保険（保険事業勘定） 65億 3,191 万円 4.2％

介護保険（介護サービス事業勘定） 1,593 万円 4.7％

休日夜間急患診療所 6,617 万円 ▲2.4％

産 業 団 地 整 備 事 業 16億 9,832 万円 皆増

水　道　事　業　会　計 23億 4,105 万円 ▲1.5％

下　水　道　事　業　会　計 36億 2,134 万円 ▲6.5%

合　　　計 571億 7,201 万円 ▲0.3％

【
歳 

入
】

■
用
語
解
説
■

【
歳 

出
】

■民生費 ･･･ 高齢者や障がい者、児童などの福祉
　　　　　　全般に使うお金
■総務費 ･･･ 市役所の全般的な事務にかかるお金
■教育費 ･･･ 小・中学校、公民館、図書館など
　　　　　  教育全般の運営にかかるお金
■土木費 ･･･ 道路、公園、河川、市営住宅などを
　　　　　　整備・管理するお金　　

■商工費 ･･･ 商工業の振興、観光事業などにかかるお金
■公債費 ･･･ 市が借りたお金の返済金
■衛生費 ･･･ 予防接種や健康診査、ごみ処理などに
　　　　　　かかるお金
■消防費 ･･･ 消防活動、消防施設の整備などのお金
■農林水産業費 ･･･ 農業や畜産業の振興のためのお金
■議会費 ･･･ 議会の運営にかかるお金

■自主財源 ･･･ 市税や市の施設の使用料など、市で集めることのできる財源
■依存財源 ･･･ 国や県から一定の額を交付されたり、割り当てられたりする財源
■市　　税 ･･･ 市民税や固定資産税など、皆さまに納めていただく税金
■国庫・県支出金 ･･･ 社会保障や教育、公共事業など、国や県が使い道を決めて交付するお金
■地方交付税 ･･･ 消費税など国に納めた税金の中から、一定の基準で各地方自治体に配分されるお金
■市　　債 ･･･ 国や県、金融機関などから借り入れるお金
■地方特例交付金 ･･･ 国の施策などにより、地方自治体が減収となった場合に国から交付されるお金

▼▼会計別予算額会計別予算額
※財政力指数
　市や町などの財政上の能力を示す指数で、
　１を超えるか１に近いほど財政力がある。

▼▼財政力指数の推移財政力指数の推移

令和 2 年度の財政力指数は、
県内 14市の中で 3 番目に高い
数値です。

令和 3 年度 真岡市総合計画・当初予算概要・主要事業令和 3 年度 真岡市総合計画・当初予算概要・主要事業特集

令和３年度 当初予算令和３年度 当初予算
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令
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年
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に
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策
評
価
の
結

果
や
議
会
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さ
ま
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意
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し
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と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
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も
、
皆
さ
ま
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と
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を
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り
、

地
域
経
済
の
復
興
に
最
大
限
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力
し
て
い
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と

と
も
に
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本
市
の
目
指
す
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都
市
像
「
だ
れ
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が
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わ
く
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く
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す
る
ま
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の
実
現
に
向
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注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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３３８３３８億円億円

民生費民生費
116 億116 億

5,020 万円5,020 万円
（34.4％）（34.4％）

教育費教育費
37 億37 億

911 万円911 万円
（11.0％）（11.0％）

総務費総務費
47 億47 億

2,282 万円2,282 万円
（14.0％）（14.0％）

土木費土木費
35 億35 億

9,210 万円9,210 万円
（10.6％）（10.6％）

商工費商工費
26 億26 億

8,311 万円8,311 万円
（7.9％）（7.9％）

公債費公債費
25 億25 億

2,784 万円2,784 万円
（7.5％）（7.5％）

衛生費　衛生費　24 億 9,361 万円（7.4％）24 億 9,361 万円（7.4％）
消防費消防費　　　　12 億 900 万円（3.6％）12 億 900 万円（3.6％）

議会費　 議会費　     2 億 6,575 万円（0.8％）2 億 6,575 万円（0.8％）
そのその他　　 他　　      4,148 万円（0.1％）     4,148 万円（0.1％）

農林水産業費農林水産業費　　9 億 498 万円（2.7％）9 億 498 万円（2.7％）

歳出総額
338 億円

市の1年間の収入に当たるものを

歳入、1年間の支出を歳出といいます。

※令和 3 年度は見込みの数値 （年度）

0.8370.832

0.828
0.847 0.855

H28

0.836

H29 H30 R2R1 R3

（3）広報もおか（3）広報もおか 令和 3年 4月号（2）令和 3年 4月号（2）

市 税市 税
128 億128 億

3,580 万円3,580 万円
（37.9％）（37.9％）

   繰入金   繰入金
21 億21 億

9,150 万円9,150 万円
（6.5％）（6.5％）

市債市債
20 億20 億

5,480 万円5,480 万円
（6.1％）（6.1％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
16 億16 億円円  （4.7％）（4.7％）

国庫支出金国庫支出金
52 億52 億

7,923 万円7,923 万円
（15.6％）（15.6％）

地方交付税地方交付税
23 億円23 億円

（6.8％）（6.8％）

県支出金県支出金
22 億22 億

2,096 万円2,096 万円
（6.6％）（6.6％）

地方特例交付金地方特例交付金 3 億 6,540 万円（1.1％）3 億 6,540 万円（1.1％）
　地方譲与　地方譲与税税 　2 億 7,781 万円（0.8％）　2 億 7,781 万円（0.8％）
　その　その他他 　　  　　   2 億 6,000 万円（0.8％） 2 億 6,000 万円（0.8％）

繰越金  　 繰越金  　   4 億円  （1.2％）4 億円  （1.2％）

諸収入諸収入
34 億34 億
6,7766,776
万円万円

（10.3％）（10.3％）

 　　   自

主
財

源
57.5%

    　　　　　　  　

　
依

存
財

源
42

.5
％

 　　   自

主
財

源
57.5%

    　　　　　　  　

　
依

存
財

源
42

.5
％

歳入総額
338 億円

その他  その他  5 億 4,674 万円  （1.6％）5 億 4,674 万円  （1.6％）

▼▼一般会計当初予算一般会計当初予算
※表示単位未満は四捨五入しています。

一 般 会 計
特 別 会 計
水道事業会計
下水道事業会計

338 億円
174 億　962 万円
  23 億 4,105 万円  

36 億 2,134 万円



令和 3 年度 真岡市総合計画・当初予算概要・主要事業令和 3 年度 真岡市総合計画・当初予算概要・主要事業特集

令和 3年 4月号（4）令和 3年 4月号（4）（5）広報もおか（5）広報もおか

まちづくりまちづくりのの主主なな取組取組をを紹介紹介しますします

令和 3 年度 真岡市総合計画 2020-2024令和 3 年度 真岡市総合計画 2020-2024

１１
Pro

je
ct

Pro
je

ct

２２
Pro

je
ct

Pro
je

ct

確かな学力の育成等教育環境の充実により、たくましい「もおかっ子」の育成に取り組みます。

若者が魅力を感じ、ファミリー世帯が住みやすいと思うまちの実現に向け、若者や女性の仕事をつくり、
子育て支援の充実を図ります。

真岡市総合学力調査事業 ･･････････903 万円

就労者定住促進奨学金返還支援事業 ･･･････506 万円

英語指導助手配置事業 ･･･……･･･5,806 万円

男女共同参画推進事業 ････････････630 万円

児童生徒一人一人の学力向上を図るため、小中学生
向けに市独自の学力調査を実施します。

真岡市への定住促進を図るため、奨学金を受けて大学
等に進学した人が、卒業後に真岡市内に居住し、就労
した場合、返還した奨学金の一部を補助します。

児童生徒の英語力の向上を図るため、小学校 4 年生
から中学校 3 年生までのすべての英語の授業に外国
人英語指導助手（AET）を配置します。

男女共に尊重し、活躍できる社会を実現するため、
男女共同参画の意識の醸成を図ります。

市のお金がどう使われるのか

しっかりチェックだぴょん！
重点事業や新規事業について、
詳しくは市HPをご確認ください。

●学力を県内トップレベルへ
　引き上げる取組

こどもの元気な成長プロジェクト

いつまでも安心な暮らしの実現プロジェクト

若い世代・子育て応援プロジェクト

●雇用の創出と本市へのUIJ ターンの促進

●義務教育課程における英語教育、
　国際理解教育の充実

●女性がいきいきと活躍できる
　環境づくりの取組

３３
Pro

je
ct

Pro
je

ct

高齢者や障がいのある人にも優しい、安心して暮らせるまちづくりを推進します。

生活支援体制整備事業 ･･････････1,411 万円
生活圏域ごとに、高齢者の生活支援等の地域課題を
解決するための話し合いの場である協議体を設置し、
地域の体制づくりに取り組みます。

●人と人、人と資源が世代を超えてつながる
　社会の実現に向けた包括的支援体制の整備

情報教育推進事業情報教育推進事業 ････････････････5 億 5,216 万円････････････････5 億 5,216 万円
児童生徒の資質・能力をより一層確実に育成できるよう、タブ
レット端末を１人１台整備し ICT を活用した授業を行います。

ICT を活用した学校教育の推進ICTを活用した学校教育の推進

「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」機能を「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」機能を
併せ持つ複合拠点の整備併せ持つ複合拠点の整備

新庁舎周辺整備推進事業新庁舎周辺整備推進事業 ････････････････7,399 万円････････････････7,399 万円
市役所庁舎の周辺において、子育て支援センターや図書館等
の機能移転を含む子育て拠点として「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」
の機能を併せ持つ複合交流拠点施設の整備を行います。

問 総合政策課総合政策係　℡ 83-8102

44
Pro

je
ct

Pro
je

ct

55
Pro

je
ct

Pro
je

ct

東京圏を意識した戦略的な園芸農業の推進や、魅力ある産業の創出により若い世代を呼び込み、経済活動
を県内トップクラスに伸ばす取組を推進します。

若い世代が魅力を感じ、担い手となって未来を共に描いていけるような新たなもおかの元気を創出します。

防災ラジオ整備事業 ････････････4,792 万円

井頭周辺農業拠点施設整備事業 ･････149 万円

総合運動公園整備事業 ･･･････1 億 4,340 万円

ＦＭもおかを活用し、迅速かつ確実な防災情報を
市民に発信するため、防災ラジオの普及推進を図
ります。

担い手育成のための研修施設を兼ね備えた交流施設
および観光いちご園の整備を行います。

本市のスポーツ振興の拠点である総合運動公園の
施設整備を行います。

とちぎをリードする産業プロジェクト

まちの活力再生・魅力創出プロジェクト

●コミュニティＦＭによる地域活性化と
　防災力の向上

●担い手の育成・確保のため生産者等の
　運営による観光いちご園の整備

●スポーツによる真岡の活力および魅力の創出

●新新たなたな産業団地の整備産業団地の整備によるによる企業誘致の推進企業誘致の推進
産業団地整備事業 ････････････18 億 736 万円
新たな雇用機会を創出するため新産業団地の整備を
行います。

井頭公園を核とした観光ゾーンの整備井頭公園を核とした観光ゾーンの整備
井頭周辺活性化事業井頭周辺活性化事業 ････････････････････1,244 万円････････････････････1,244 万円
自然豊かな井頭公園を核として、一体的な観光ゾーンの整備
を図るため、周辺エリアの活性化計画を策定します。

いちご等生産施設整備支援事業いちご等生産施設整備支援事業 ･･････････960 万円･･････････960 万円
いちごやトマト、なす等園芸作物の新規導入や生産規模の拡
大を図るためのパイプハウス整備に対する補助を行うなど、
生産農家への支援を行います。

いちごやトマト、なす、にら、たまねぎ等のいちごやトマト、なす、にら、たまねぎ等の
生産拡大による園芸立国もおかの推進生産拡大による園芸立国もおかの推進

広域連携による利便性の高い広域連携による利便性の高い
公共交通ネットワークの構築公共交通ネットワークの構築

市内公共交通網検討事業市内公共交通網検討事業 ････････････････845 万円････････････････845 万円
高齢化の進展等により高まる移動需要に対応するため、中心
市街地と周辺地区を結ぶ公共交通の導入を検討します。



（7）広報もおか（7）広報もおか 令和 3年 4月号（6）令和 3年 4月号（6）

市役所の部・課・係が一部変更になりました市役所の部・課・係が一部変更になりました

  問 総務課総務文書係　℡ 83-8106

4 月 1日から4月 1日から

市民生活部

健康増進課 地域医療係 健康支援係から地域医療係に、成人健康係から健康
づくり係に係名を変更しました。健康づくり係

･･･････

商工観光課 商工業係 ･･･････････商業係と工業係を統合しました。
農政課 農業振興係 ･････････園芸畜産係と農村整備係を統合しました。

会計課 会計係 ･････････････審査係と出納係を統合しました。

学校教育課 教育政策係 ･････････教育部門の総合的な企画立案や、GIGAスクール構
想に伴う ICT機器を活用した教育の推進等の業務を
所管する教育政策係を新設しました。

生涯学習課 青少年係 ･･･････････女性団体育成や男女共同参画に関する業務を市民協
働推進室に移管したことに伴い、係名を女性青少年
係から青少年係に変更しました。

くらし安全課 交通防犯係 ･････････ 課名を市民生活課から「くらし安全課」に変更しま
した。またボランティア等の市民活動支援業務を市
民協働推進室に移管したことに伴い、市民生活係と
交通安全係を統合しました。

総合政策部

総合政策課 秘書係 ･････････････ 秘書室と統合し、課内に秘書係として設置しました。

市民協働推進室
市民活動推進センター
出会い結婚
　  サポートセンター

自治会関係や地域づくり、ボランティア等の市民活
動支援事業、女性団体育成や男女共同参画に関する
業務を所管します。また、市民生活部から「市民活
動推進センター」を、健康福祉部から「出会い結婚
サポートセンター」を移管しました。

健康福祉部

産業部

会計管理者

教育委員会

※新設・変更のあった部署のみ紹介※新設・変更のあった部署のみ紹介
※青字は新設された部署または統合等により名称変更となった部署※青字は新設された部署または統合等により名称変更となった部署１階１階

総務部

総務課
総務文書係 ･････････自治会関係および地域づくり事業を、新設した総合

政策部内の市民協働推進室に移管しました。
人事研修係 ･････････人事給与係と研修厚生係を統合しました。

1階には市民課や税務課など、多く
の方が利用する部署を配置してい
ます。
市民課、国保年金課、こども家庭
課では、発券機による整理券の配
布を行っています。

２階２階
2 階には市民生活部や建設部、上下水道部の部署を
配置しています。南側には、市民の皆さまが交流の
場として利用できる市民プラザ（青空ステーション）
やもおかテラス（屋外）、FMもおかのスタジオなど
があります。

３・４・５階３・４・５階 3 階には市長室のほか、選挙管理委員会や総務部、総合政策部の部署を、4階には教育
委員会や農業委員会、産業部の部署を配置しています。5階には議会事務局と議場を配
置し、議場には傍聴席が 50席あります。

市民プラザ
（青空ステーション） もおかテラス

（上図左から）

新庁舎の
　 フロアマップ

男子トイレ 女子トイレ エレベーター 階段

多目的トイレ 赤ちゃんの駅 自販機 ATM

情報政策課
総合政策課

　　プロジェクト推進室プロジェクト推進室
市民協働推進室市民協働推進室
選挙管理委員会選挙管理委員会
監査委員事務局監査委員事務局

総合政策課総合政策課
秘書秘書係

市長公室

303
会議室

301
会議室

302
会議室

応接室

市長室

副市長室副市長室

財政課

総務課

304 会議室
（災害対策室）

収録収録
スタジオスタジオ

相談室相談室 相談室相談室

監査監査
委員室委員室

401
会議室

402
会議室

相談室相談室

相談室相談室教育長室教育長室 教育教育
委員室委員室

学校教育課

生涯学習課

文化課

商工観光課

農政課

農業委員会事務局農業委員会事務局

405 会議室
（大会議室）

404 会議室
（大会議室）

健康増進課健康増進課
ワクチン接種推進係ワクチン接種推進係

図書室

会派控室

会議室

議場

第2
委員会室

第1
委員会室

傍聴席

議会事務局議会事務局

応接室応接室

正副
議長室

都市整備課都市整備課

建設課建設課

都市計画課都市計画課

産業団地整備室産業団地整備室
相談室相談室相談室相談室

くらし安全課くらし安全課
消費生活センター消費生活センター

環境課環境課

下水道課下水道課

水道課水道課

201
会議室

もおかテラス

FMFM
もおかもおか 相談室相談室 相談室相談室

市民プラザ市民プラザ
（青空ステーション）（青空ステーション）

　
　
　
　
会
計
課

　
　
　
　
会
計
課

足
利
銀
行
派
出
所

足
利
銀
行
派
出
所

納
税
課

納
税
課

税
務
課

税
務
課

市
民
課

市
民
課

国
保
年
金
課

国
保
年
金
課

こ
ど
も
家
庭
課

こ
ど
も
家
庭
課

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

保
育
課

保
育
課

い
き
い
き
高
齢
課

い
き
い
き
高
齢
課

社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
課

相
談
室

相
談
室

市民ロビー

東口

南
口

北
口

総合案内

発券機

相談室相談室

　新設した総合政策部に、総務部から総合政策課・情報政策課・プロジェクト推進室を移管し、
総務部は総務課・財政課・税務課・納税課の 4課体制となりました。また、秘書室は総合政策
課内に秘書係として移管し、新庁舎建設準備室は事業完了のため廃止となりました。

　市の重要施策における企画立案および調整機能を強化するため総合政策部を新設しました。
総務部から総合政策課、情報政策課、プロジェクト推進室を移管し、市民協働推進室を新設し
ました。

　事業延期に伴い、いちごサミット推進室を一時的に閉じました。



　市内の各中学校で卒業式が行われ、大内中学校
では、41 人が晴れて卒業の日を迎えました。校
長先生から一人一人に卒業証書が手渡され、式の
最後には、サプライズで卒業生全員から担任の先
生との思い出や感謝の言葉が伝えられると、式場
が感動に包まれました。

令和 3年4月号（8）

小山市  小山市  臼臼
う す いう す い

井井  輪輪
りんさくりんさく

作作さん　さん　大大
だいぞうだいぞう

草草さん　さん　縁縁
えんじんえんじん

仁仁さんさん

　里山の生き物調査「倒木・朽ち木の解体調査」が
行われ、根本山の朽ち木や、枯れ木の中にいる生き
物を調べました。朽ち木をシャベルで崩すとコメツ
キムシの幼虫やオサムシの成虫が見つかりました。
参加した子ども達は、普段はなかなか見られない生き
物に触れ合えて、楽しそうな笑顔をみせていました。

芳賀町  芳賀町  黒黒
く ろ すく ろ す

須須  美美
み さ とみ さ と

怜怜さんさん

  今回の科学の広場では、紙質の違いによる水の染み
方を調べ、色のにじむ様子を観察しました。水性イ
ンクは色によって水への溶け方が異なるため混ざっ
ている色を分けることができます。この原理を利用
し、子どもたちは、分離した後の色を考えながら、
グラデーションを表現した作品を完成させました。

2 月 21 日（日）根本山自然観察センター
里山の生き物調査

3 月 6 日（土）科学教育センター
科学の広場 水せいペンの色を分けてみよう

中 学 校 卒 業 式
3 月 10 日（水）市内各中学校（写真は大内中学校）



（11）広報もおか（11）広報もおか 令和 3年 4月号（10）令和 3年 4月号（10）

　令和 4年 10 月、栃木県で 42年ぶりに開催される第 77回国民体育大会「いちご一会
とちぎ国体」において、真岡市は正式競技「少年男子サッカー」とデモンストレーション
スポーツ「ソフトバレーボール」の会場となります。
　真岡市実行委員会では、大会の成功に向けて一緒に活動していただける方を募集します。

①市公民館真岡西分館
　（西高間木 539 番地 1）

国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス

真
岡
鐵
道　
　

久
下
田
駅
→

コン
ビニ

生涯
学習館

コ
メ
リ

二
宮
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

N②

亀山街道

真岡 ･ 上三川線

西
高
間
木

歩
道
橋

亀山歩道橋

案
内
板

トヨタカローラ

ガスト

牧が丘
幼稚園

真岡西中市公民館
真岡西分館

① N③
↑
真
岡
駅　
　

真
岡
鐵
道

真
岡
駅　
　

真
岡
鐵
道

真岡
女子
高校

真岡
保育所

ケーズ
デンキ

ザ・
ビッグ
エクス
トラ

真岡店

イオンタウン
真岡 投票所

N

「
真
岡
市
長
選
挙
」
の

「
真
岡
市
長
選
挙
」
の

　
　
　
　

  　

投
票
日
で
す

　

投
票
日
で
す

44
月月
2525
日
（
日
）
は

日
（
日
）
は

問 国体・障害者スポーツ大会推進室
    〒 321-4325
　 真岡市田町 1349-1 科学教育センター内

ボランティアを募集します！！

★★活動内容活動内容

★★対象対象

★★申し込み方法申し込み方法

広報ボランティア

運営ボランティア

★★募集期間募集期間 令和 3年 4月 1日から

一緒に大会を一緒に大会を

盛り上げようぴょん盛り上げようぴょん★★
市ホームページ 
QR コード

申込書ダウンロードはこちら

　 ℡ 81-7676　FAX 83-6211
 　E-mail ：kokutai@city.moka.lg.jp

◆
投
票
時
間

　

午
前
7
時
～
午
後
8
時

　

※
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
感
染
症
対
策
を
お
願
い

　
　

し
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
方

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　

●
平
成
15
年
4
月
26
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
年 

　
　

齢
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民

　

●
令
和
3
年
1
月
17
日
以
前
に
真
岡
市
に
転

　
　

入
届
を
し
、
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
住
所

　
　

を
有
し
て
い
る
方

◆
投
票
所
入
場
券

　
　

４
月
19
日
以
降
、
各
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

　

入
場
券
は
、
選
挙
人
氏
名
で
届
き
ま
す
。
1

　

枚
の
は
が
き
に
2
名
分
の
入
場
券
が
あ
り
、

　

3
人
以
上
の
世
帯
に
は
2
通
以
上
の
は
が
き

　

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

投
票
の
際
に
は
、
1
枚
ず
つ
切
り
離
し
て
、

　

必
ず
本
人
の
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

※
投
票
で
き
る
方
の
中
で
、
４
月
１
日
以
降
に

　
　

市
内
で
転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
、
前
住
所

　
　

地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載

　
　

さ
れ
た
投
票
所
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　
【
期
日
前
投
票
の
実
施
期
間
】

　
　

4
月
19
日
（
月
）
～
4
月
24
日
（
土
）

　
【
期
日
前
投
票
の
受
付
時
間
】

　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

　
【
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
】

　
　

左
記
地
図
の
①
～
③
を
参
照　

◆
不
在
者
投
票

　
　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
施
設
で
あ
る

次
の
施
設
に
入
院
等
を
し
て
い
る
場
合
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

芳
賀
赤
十
字
病
院
、
福
田
記
念
病
院
、
真
岡
病
院

春
祺
荘
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
青
葉
、
わ
た
の
み
荘

き
た
は
ら
、
喜
望
荘
、
桜
の
華
、
椿
寿
園
、
や
ま
さ

わ
の
里
、
三
起
の
森
、
か
め
や
ま
の
郷

※
真
岡
市
民
が
市
外
県
外
の
施
設
に
入
院
等
を
し
て
い
る

　

場
合
で
も
、
そ
の
施
設
が
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
施
設
内

　

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②二宮コミュニティセンター
　（石島 893 番地 15）

③イオンタウン真岡
　ザ・ビッグエクストラ真岡店
　駐車場北西プレハブ
　（台町 2668 番地）

詳しくは
こちら

「
も
お
か
っ
子
を
み
ん
な
で

「
も
お
か
っ
子
を
み
ん
な
で

　
　
　
　
育
て
よ
う
条
例
」

　
　
　
　
育
て
よ
う
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
子
育
て
基
本
条
例
と
な
る
「
も

お
か
っ
子
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う
条
例
」
を
4
月
1
日
に
施
行
し

ま
し
た
。

条
例
の
概
要

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
基
本
理

念
を
定
め
、
市
や
保
護
者
、
地

域
住
民
等
が
「
そ
れ
ぞ
れ
誰
が

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
」
と
い
う
「
責
務
」
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

基
本
理
念

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
、　　

そ
の
最
善
の
利
益
を
尊
重
し　

ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、　　

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境　

を
確
保
し
ま
す
。

地
域
社
会
の
主
体
で
あ
る
保　

護
者
、
地
域
住
民
、
学
校
等　

お
よ
び
事
業
者
が
相
互
に
連　

携
お
よ
び
協
力
し
な
が
ら
、　　

積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
取　

り
組
み
ま
す
。

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育　

て
お
よ
び
家
庭
に
対
す
る
多　

様
な
価
値
観
を
尊
重
し
ま
す
。

（
市
）
保
健
、
福
祉
、
教
育
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
保
護
者
）
子
育
て
に
お
い
て
、

最
も
重
要
な
責
任
を
負
う
こ
と

を
自
覚
し
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
住
民
）
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
成
長
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
学
校
等
）
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
学
べ
る
よ
う
、
地
域
社
会

と
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
者
）
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
が
で
き
る
よ
う
、
職
場
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

問 

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　

 

℡
８
３ 

・
８
１
３
１

市 HP 
QR コード

真岡市に在住または通勤、通学している中学生以上の個人もしくはグループ
真岡市に活動拠点を有する団体
※応募時点で 18歳未満の方は、保護者の同意が必要

大会広報、PR活動、国体ダンス普及、記録収集等
総合案内、受付・会場案内、弁当配布、環境美化、
会場整理、競技運営に関する活動等

※具体的な活動場所や活動内容は、活動希望調査等を参考に決定

所定の申込書に必要事項を記載の上、下記窓口へ
直接または郵送、FAX、メールにて、申し込みく
ださい。
※保護者の同意が必要な場合は、郵送または直接提出

申込書は、市国体・障害者
スポーツ大会推進室窓口
または市ホームページで
入手できます！



（13）広報もおか 令和 3年 4月号（12）

　18 歳未満の子どもとその家庭、妊産婦等を支援する総合相談窓口です。妊娠期から子育て
期までの切れ目ない支援体制により、育児やしつけ、子育てに対する悩みや困りごとだけでは
なく、児童虐待や家庭内暴力、不登校などの家庭内の問題なども専門的な知識を有する職員が
相談対応し、継続的な支援を行います。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

18 歳未満のすべての子どもとその家族、妊産婦など

子育てがつらい、育児ストレスを感じている、イライラを子どもにぶつけてしまう、
子どもの発達が心配、学校に行きたがらない、家庭内に問題がある、家族から暴
力を受けている、出産後の生活に不安がある、頼れる人が近くにおらず不安  など

月曜日～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
（祝日、年末年始を除く）

対象者

相談内容

相談時間

問 こども家庭課家庭相談係 ℡ 82-1113

4月から こども家庭課内に相談窓口を設置しました4月から こども家庭課内に相談窓口を設置しました

真岡市子ども家庭総合支援拠点真岡市子ども家庭総合支援拠点

真岡市リサイクルセンターの稼働状況真岡市リサイクルセンターの稼働状況

　

令
和
2
年
10
月
か
ら
令
和
3
年
2
月
に

か
け
て
、
真
岡
市
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
研
修
を
修
了
し
た
方
が
中
心

と
な
り
、
各
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
を
修
了
し
た
方
は
市
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
、
自

主
防
災
組
織
や
、
そ
の
他
団
体
が
実
施

真
岡
市
防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
を
実
施

青
木
美
智
子
（
女
性

消
防
団
）

福
井　

正
信
（
熊
倉
3
）

飯
野　

定
明
（
東
郷
団
地
）

石
塚　

源
一
（
西
郷
）

鈴
木　

卓
樹
（
大
田
山
）

堀
野　
　

明
（
八
條
）

小
池　

隆
一
（
根
本
）

高
橋　
　

計
（
君
島
）

鶴
見　

政
美
（
東
大
島
）

水
沼　
　

章
（
飯
貝
1
）

荒
井　

勇
雄
（
赤
羽
）

水
野　

博
子
（
下
籠
谷
）

仙
波　

信
行
（
寺
内
駅
前
）

田
上　

敏
之
（
長
田
）

廣
瀬　
　

範
（
久
松
）

國
府
田
吉
重
（
長
沼
）

す
る
訓
練
に
参
加

す
る
ほ
か
、
防
災

や
減
災
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
に
認

定
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
優
秀
社
員
表
彰
受
賞
者

　

市
内
企
業
に
８
年
以
上
勤
務
す
る
正
社
員
ま
た
は
パ
ー
ト

社
員
で
事
業
所
長
が
推
薦
す
る
方

■
技
能
検
定
試
験
合
格
者
表
彰
受
賞
者

　

技
能
検
定
試
験
１
級
ま
た
は
単
一
等
級
に
合
格
し
た
市
民

優
秀
社
員
・
技
能
検
定
試
験

優
秀
社
員
・
技
能
検
定
試
験

合
格
者
表
彰
受
賞
者

合
格
者
表
彰
受
賞
者

・
剋
真
建
設
㈱

竹
田　

秀
一

・
㈱
真
岡
建
材
店

瀧
田　

利
明

・
㈱
真
岡
建
材
店

塩
谷
美
恵
子

・
鬼
怒
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱

山
中　

宏
志

・
鬼
怒
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱

栗
山　

奈
穂

・
鬼
怒
パ
ッ
ケ
ー
ジ
㈱

野
沢　

修
一

・
芳
賀
商
事
㈱

佐
間
田　

清

・
芳
賀
商
事
㈱

長
滝　

和
真

・
機
械
検
査

篠
原　

光
輔

・
油
圧
装
置
調
整

新
納　

良
基

・
菓
子
製
造

三
宅　

正
晃

　

3
月
1
日
付
け
で
、
保
澤
ト
シ
ヱ
さ
ん
（
寺
内
・

若
旅
担
当
）
が
新
た
に
民
生
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

新
民
生
委
員

新
民
生
委
員
が
就
任

が
就
任
し
ま
し
た

し
ま
し
た

　

保
澤
さ
ん
は
今
後
、
地
域
の
方
の
生
活
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
や
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役

と
な
り
ま
す
。

　

2
月
26
日
（
金
）、ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術
な
ど
の
分
野
で
、

特
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
に
対
し
て
市
長
賞
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
、

県
大
会
以
上
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
に
対

し
て
、
2
月
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆◆
第第
5151
回
下
野
教
育
美
術
展

回
下
野
教
育
美
術
展

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
部　

準
大
賞

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
部　

準
大
賞

　　

大
内
大
内  

葵
生
葵
生
（（
牧
が
丘
幼
稚
園
年
少
）

牧
が
丘
幼
稚
園
年
少
）

◆
第
◆
第
3232
回
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
・

回
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
・
ＡＡ
ＡＡ
級
公
認
水
泳

級
公
認
水
泳

　

記
録
会

　

記
録
会
11
～
12
歳   

女
子
１
０
０

女
子
１
０
０
mm
自
由
形　

第

自
由
形　

第
11
位位

　　

早
瀬
早
瀬  

美
愛
美
愛
（（
久
下
田
小

久
下
田
小
66
年
）
年
）

◆
第
◆
第
5151
回
下
野
杯
争
奪
県
下
中
学
生
サ
ッ
カ
ー　

回
下
野
杯
争
奪
県
下
中
学
生
サ
ッ
カ
ー　

　

大
会　

優
勝
（
栃
木
Ｓ
Ｃ

　

大
会　

優
勝
（
栃
木
Ｓ
Ｃ  

Ｕ
ー
Ｕ
ー
1515
））

　　

中
丸
中
丸  

功
大
功
大
（（
真
岡
東
中

真
岡
東
中
22
年
）
年
）

◆
第
◆
第
5252
回
栃
木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　
　

回
栃
木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　
　

　

金
賞　

打
楽
器
三
重
奏

　

金
賞　

打
楽
器
三
重
奏

　　

實
松
實
松  

遼遼
（（
真
岡
西
中

真
岡
西
中
22
年
）、
年
）、
若
林
若
林  

佑
奈
（

佑
奈
（
同同
22
年
）
年
）

◆◆
第第
5252
回
栃
木
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

回
栃
木
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
詞
の
部　

最
優
秀
賞

　

作
詞
の
部　

最
優
秀
賞

　　

髙
橋
髙
橋  

麻
緒
麻
緒
（（
大
内
中

大
内
中
33
年
）
年
）

◆
第
74
回
栃
木
県
理
科
研
究

　

展
覧
会
並
び
に
発
表
会

　

中
央
展
覧
会　

最
優
秀
賞

　

久
保
田 

創
真

　
（
物
部
中
3
年
）

　

鷺
谷 

花
怜
（
同
3
年
）

◆
第
5
回

　
「
介
護
福
祉
の
み
ら
い
」

　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

高
校
生
部
門　

優
秀
賞

　

佐
々
木 

愛
音

　
（
真
岡
北
陵
高
校
2
年
）

●
令
和
2
年
度
第
66
回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上　

　

競
技
大
会
栃
木
大
会  

共
通
女
子
８
０
０
ⅿ  

1
位

　

長
島 

結
衣
（
真
岡
中
3
年
）

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
】

●
Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
第
12
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

　

組
手　

小
一
女
子　

優
勝

　

中
澤 

倫
子
（
真
岡
小
1
年
）

●
第
45
回
栃
木
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

優
勝

　

近
藤 

怜
（
真
岡
小
5
年
）（
サ
ン
ダ
ー
ス
）

●
令
和
2
年
度
栃
木
陸
上
競
技
協
会
小
学
生
記
録
会  

　

6
年
女
子
１
０
０
０
ｍ　

1
位

　

辻 

陽
花
（
真
岡
小
6
年
）

●
第
32
回
栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
・
Ａ
Ａ
級
公
認
水
泳　

　

記
録
会
11
～
12
歳  

女
子  

１
０
０
ｍ
自
由
形  

1
位

　

早
瀬 

美
愛
（
久
下
田
小
6
年
）

●
令
和
2
年
度
第
29
回
関
東
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
2
位

　

鈴
木 

咲
良
（
真
岡
東
中
3
年
）

　

髙
波 

眞
妃
（
同
3
年
）、
黒
子 

蓮
花
（
同
2
年
）

　

加
藤 

幸
（
同
1
年
）、
松
本 

瑠
莉
（
同
1
年
）

　

大
木 

こ
ま
ち
（
同
2
年
）、三
上 

鼓
々
（
同
2
年
）

●
下
野
杯
争
奪
県
下
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会  

優
勝

　

中
丸 

功
大
（
真
岡
東
中
2
年
）（
栃
木
Ｓ
Ｃ 

Ｕ
ー
15
）

●
第
23
回
関
東
・
東
北
・
北
信
越
少
年
新
人
（
中
学
）

　

軟
式
野
球
大
会　

準
優
勝

　

古
海　

瑠
（
大
内
中
2
年
）（
栃
木
選
抜
）

【
体
育
功
労
賞
】

　

仁
平 

清
、
柴
山 

博
司
、
久
保
野 

誠
、
壁
屋 

行
雄

【
優
秀
指
導
者
賞
】

　

関 

里
子
、
渡
邊 

行
男
、
渡
邊 

美
代
子

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
優
秀
選
手
等
表
彰

市
長
賞
メ
ダ
ル
贈
呈
式

問 環境課ごみ減量係 ℡ 83-8126　真岡市リサイクルセンター ℡ 81-5045

★ 搬入された「せん定枝・落ち葉・草」は、たい肥・チップ化し無料で配布しています。
【とき】月曜日～金曜日（祝日含む、年末年始除く）10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
　　　 毎月第 3 日曜日 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00

★ 搬入時に異物等が混入すると、たい肥化に支障が出ますので分別をお願いします。
【搬入対象外】事業活動から発生したもの、加工された木材、野菜（葉・茎含む）、花（葉・茎含む）、果物、
　　　　 　   果実、栗のイガ、シュロ、ソテツ、藤、竹、笹、篠、木の根、その他ごみ・土　など

せん定枝・落ち葉・草の搬入量
たい肥・チップの配布量

たい肥 チップ

H31.4 ～ R2.3 1,504 トン 593 トン 7 トン

R2.4 ～ R3.2 1,437 トン 489 トン 273 トン



令和 3年 4月号（14）

　

現
在
の
高
寺
下
交
差
点
付
近
に
は
、
か
つ
て

明
覚
寺
や
大
き
な
け
や
き
の
木
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
の
真
岡
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
、
明
覚
寺
は
現
在
の
熊
倉
町
へ
移
転
と

な
り
、
け
や
き
の
木
も
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
は
高
寺
歩
道
橋
が
建
設
さ
れ
、

当
時
、
県
内
最
長
の
歩
道
橋
と
し
て
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
交
差
点
を
中
心
に
道

路
の
拡
幅
や
商
業
施
設
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、

市
街
地
の
近
代
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
寺
の
姿
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

呼
び
名
と
し
て
親
し
ま
れ
た
「
高
寺
」
の
名
を

残
し
、
周
辺
に
並
ぶ
建
物
な
ど
の
顔
ぶ
れ
を
変

え
な
が
ら
、
現
在
も
多
く
の
人
々
の
生
活
基
盤

を
支
え
る
交
通
の
要
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

‶

高
寺
″
の
名
を
残
し
つ
つ

▲ 現在の様子▲平成初期ごろの様子

消費生活消費生活
センターメモセンターメモ

シリーズ 454

投
資
詐
欺
　

　
　
海
外
無
登
録
業
者
に
注
意

《 

事
例 

》

　
「
投
資
で
稼
ぐ
」
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
見
て
、
資
料

を
請
求
し
た
。
後
日
業
者
か
ら
電

話
で
勧
め
ら
れ
、
Ｆ
Ｘ
自
動
売
買

ソ
フ
ト
を
５
万
円
で
購
入
し
た
。

業
者
の
指
示
で
海
外
の
会
社
に
口

座
を
開
設
後
、
50
万
円
を
入
金
し

取
り
引
き
を
始
め
た
が
、
出
金
に

応
じ
て
も
ら
え
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
「
必

ず
も
う
か
る
」
な
ど
と
海
外
業
者

と
の
Ｆ
Ｘ
取
引
（
外
国
為
替
証
拠

金
取
引
）
等
を
勧
誘
さ
れ
、
口
座

を
開
設
し
海
外
へ
の
送
金
手
続
き

を
行
っ
た
が
「
出
金
に
応
じ
て
も

ら
え
な
い
」、「
突
然
業
者
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｆ
Ｘ
取
引
は
、
証
拠
金
を
業
者

に
預
け
、
円
と
ド
ル
な
ど
2
つ
の

国
の
通
貨
の
為
替
相
場
を
予
測

し
、
売
買
を
行
う
金
融
商
品
で

す
。
大
き
な
利
益
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
反
面
、
証
拠
金
以
上
の
多

額
の
損
失
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
一
定
程
度
の
専
門
知

真岡のあの日真岡のあの日あのころあのころ
第5回　高寺下交差点　第5回　高寺下交差点　

ご相談は、
消費生活センター
（真岡市役所 2 階
くらし安全課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡ 88
ハナシテナヤミナシハナシテナヤミナシ

4-78304-7830
相談料無料

▲明覚寺があったころの高寺下交差点

識
が
要
求
さ
れ
、
取
り
引
き
は
自

己
責
任
で
行
い
ま
す
。

投
資
詐
欺
の
注
意
点

①
「
簡
単
に
も
う
か
る
」
と
い
っ

　

た
業
者
の
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
知
り
合
い
等

　

を
安
易
に
信
用
し
な
い
。

②
無
登
録
業
者
と
取
り
引
き
を
行

　
わ
な
い
。

　
　

海
外
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、

　

日
本
に
居
住
す
る
者
と
金
融
商

　

品
取
引
業
を
行
う
場
合
は
金
融

　

庁
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
金

　

融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
免
許
・

　

許
可
・
登
録
を
受
け
て
い
る
業

　

者
一
覧
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

取
り
引
き
を
し
た
よ
う
に
見
せ

か
け
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口

が
増
え
て
い
ま
す
。
実
態
が
不
明

な
業
者
か
ら
お
金
を
取
り
戻
す
こ

と
は
困
難
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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